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昨
年
は
４
月
に
熊
本
地
震
、
10
月

に
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
す
る
な
ど
、
直
下
型
の
大
き

な
地
震
が
複
数
回
発
生
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
は
、
実
際
の
震
度
と
熊

本
市
が
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

上
で
予
測
さ
れ
て
い
た
地
震
の
震
度

が
多
く
の
地
点
で
一
致
し
ま
し
た
。

舞
鶴
市
の
近
く
に
も
、
大
き
な
地
震
を

発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
活
断
層
が

複
数
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
断
層
が
も
た

ら
す
地
震
の
揺
れ
を
予
測
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
の
危
険
性

を
把
握
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
備
え
ま
し
ょ
う
。

活
断
層
が
引
き
起
こ
す
直
下
型
地
震

地
震
を
知
っ
て
地
震
に
備
え
る

舞
鶴
市
付
近
の
大
き
な
活
断
層

市
内
で
は
大
き
な
活
断
層
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
舞
鶴
市
の
近
く

に
は
、
上
林
川
断
層
、
郷
村
断
層
、
山

田
断
層
、
養
父
断
層
、
三
峠
断
層
、
若

狭
湾
内
断
層
の
６
つ
の
大
き
な
活
断
層

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
図
）。
こ

れ
ら
の
活
断
層
に
よ
る
地
震
が
発
生
す

る
と
震
度
４
〜
６
強
の
非
常
に
強
い
揺

れ
が
起
こ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
度
６
強
の
揺
れ
と
は
、
熊
本
地
震
で

は
熊
本
城
の
あ
る
熊
本
市
中
央
区
で
観
測

さ
れ
た
揺
れ
で
す
。
こ
の
強
い
揺
れ
で
、

熊
本
城
で
は
石
垣
や
城
門
が
崩
れ
る
な
ど

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

市街地では震度６強の揺れが想定
されています。震度６強の揺れでは、
耐震性が十分ではない家の多くが倒
壊してしまい、耐震性のある家でも
固定されていない家具のほとんどが
移動したり転倒してしまいます。

自
宅
で
で
き
る
地
震
対
策
を

地
震
の
最
大
の
特
徴
は
、「
突
然

襲
っ
て
く
る
こ
と
」
で
す
。
気
付

い
た
時
に
は
手
遅
れ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
最
初
の
揺
れ
（
地
震
に
よ
る
家

具
の
転
倒
、
家
屋
の
倒
壊
）
が
原

因
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
約
75
㌫

に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
図
は
、
住
ま
い
の
地
震
対
策
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
家
具
の
固
定

な
ど
の
地
震
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
加
え
て
、
避
難

生
活
の
た
め
に
、
水
や
非
常
食
な

ど
の
備
蓄
物
資
を
準
備
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）
へ
。

市
で
は
、
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
舞

鶴
市
男
女
共
同
参
画
計
画
「
ま
い
プ
ラ

ン
（
第
３
次
）」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度
に
基
づ
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
提
出
方
法

様
式
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
男
女
共

同
参
画
計
画
『
ま
い
プ
ラ
ン
（
第
３

次
）』（
案
）に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、

郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
人
権
啓
発
推
進
室
へ
。
匿
名
、

電
話
、
口
頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

□
募
集
期
間

１
月
４
日
㈬
〜
２
月
２
日
㈭

□
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

人
権
啓
発
推
進
室
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
、
各
公
民
館
、
大
浦
・
城

南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
、
各
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
福
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

□
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
計

画
を
策
定
。
ま
た
、
意
見
の
概
要
と

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理

し
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表

し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
人
権
啓
発
推
進
室　
（
☎

66
・
１
０
２
２
、
℻  
62
・
９
８
９
１
）
へ
。

舞
鶴
市
男
女
共
同
参
画
計
画

「
ま
い
プ
ラ
ン
（
第
３
次
）」（
案
）

に
ご
意
見
を

舞鶴市男女共同参画計画「まいプラン（第３次）」（案）の概要

基本理念 女（ひと）と男（ひと）自分らしく輝ける未来を

基
本
目
標
と
施
策
の
方
向

男女共同参画社会の実現に
向けた基盤づくり

◇男女共同参画への意識づくり
◇地域に根ざした推進拠点の充実と利用の促進

男女が共に参画し活躍でき
る環境づくり

◇あらゆる分野における女性の活躍推進
◇男女が共にいきいきと働くための環境づくり
◇ワーク・ライフ・バランスの推進

男女が共に安心して暮らせ
るまちづくり

◇配偶者などからの暴力の根絶
◇誰もが安心して暮らせるまちづくり

計画の推進 ◇推進体制の充実　◇計画の進行管理と評価
◇市民、企業、関係機関などとの連携

男女共同参画審議会からの答申

まいプラン（第３次）の策定に当たり昨年
11月18日、市男女共同参画審議会（会長：
横山美夏・京都大大学院教授他９人）から同プ
ランについて意見をまとめた答申を受けまし
た。答申は同審議会が昨年５月から４回にわた
る協議を経てまとめたもので、「意思決定の場
に男女双方からの幅広い意見が反映されるこ
と」や「男女共同参画の視点に立った地域防災」
が必要などの意見があげられました。

▲答申を受け取る多々見市長

パブリック・コメント 地震に備える

若狭湾内断層郷村断層 山田断層

養父断層

三峠断層

上林川断層

数日間の避難生活に必要なものを
非常用持出袋にまとめて常備する

住まいの地震対策

カーテンは防炎加工の
ものにする

壁や基礎にひび割れな
どないか、腐ったりシ
ロアリに食われたりし
ていないか点検する

プロパンガスのボンベは
上下２本の鎖で壁にしっ
かり固定する

常時水を貯めておく 火元に消火器を設置 住まいの基礎を補強する

ブロック塀ではな
く生け垣を

扉に留め具をつける

タンスなど背の高い家具はＬ字
型金具や支え棒で固定する

枕元には懐中電灯・ラジオ・靴・
笛などが入った袋を用意する

屋根瓦やトタン板を点検し、危険な
ものは固定するか、専門業者に依頼
して修理・交換するアンテナはしっかり

固定しておく

柱・梁・土台を補強する

筋交いを入れる

揺れるものは
ひもで固定

ガラス飛散防
止フィルムを
貼る

舞鶴市内の揺れやすさマップ
上林川断層地震想定

　市では、新たな設備投資や更新、従業員の研修などを行う

ための助成金の申請を受け付けています。申請は２月28日

㈫まで。ぜひご検討ください。

▶詳しくは、企業立地・雇用促進課（☎66・1021）へ。

□ものづくり中小企業設備投資促進補助金

【対象】企業立地補助金の対象区域（市や府の工業用地など）

以外で製造業を営む市内中小企業

【補助対象】1人以上の市内新規雇用を伴い、事業に供するた

め事業所内で使用する製造設備の導入経費

【補助率】

◇一括購入…設備取得費×10㌫（補助額上限300万円）

◇割賦購入・リース契約…年間支払額の２分の１（補助額

上限200万円）

　※雇用人数などの条件により補助率などに変動あり。

□販路開拓事業補助金

【対象】市内に事業所を有する中小企業者および個人事業

主、市内の農林漁業者で構成された団体

【対象事業】自社で開発した商品や技術の販路開拓を目的に行う

事業（展示会などへの出展経費、新商品のカタログ・パンフレットの

作製費など）

【補助率】対象経費の２分の１以内（補助額上限１回30万円）　

　※同一事業所で年間2回まで。

□ものづくりレベルアップ支援事業補助金

【対象】市内で製造業・建設業を主な事業とする中小企業者

および事業者で構成された団体

【対象事業】ポリテクカレッジ京都が行う能力開発セミナーやオー

ダーメイド職業訓練プログラムを活用した従業員の技能研修

【補助率】対象経費の４分の３以内

平成28年度分の申請を受け付け中
市内の事業所を応援する助成制度
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